
両
大
戦
間
に
お
け
る

ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
人
口
動
態

囚
人
移
動
を
中
心
に

中
村

泰

三

両大戦間におけるロシア極東地方の人口動態

は
　

じ
　

め
　

に

　
先
に
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
人
口
に
つ
い
て
人
口
移
動
の
観
点
か
ら
、

ロ
シ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
民
開
始
期
か
ら
現
在
ま
で
概
観
し
た
小
論
を
発
表
し
た
。

　
そ
の
際
革
命
後
特
に

一
九
二
〇
、
三
〇
年
代
の
人
口
移
動
の
解
明
が
不
十
分
で

あ

っ
た
の
が
心
残
り
で
あ

っ
た
。
今
回
は
先
の
発
表
後
に
ロ
シ
ア
で
公
刊
さ
れ
た

文
献
を
中
心
に
、
両
大
戦
間
の
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
人
口
動
態
に
つ
い
て
人
口
移

動
を
中
心
に
眺
め
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
こ
の
発
表
の
主
旨

で
あ
る
。

　
両
大
戦
間
の
こ
の
地
方
の
人
口
移
動
、
特
に
人
口
流
入
は

ロ
シ
ア
の
他
地
域
と

比
べ
て
顕
著
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
新
し
い
開
発
地
で
あ
り
、
こ
の
地
に
新
し
い
工

業
拠
点
を
築
く
こ
と
を
目
指
し
て
ソ
連
政
府
が
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
人
口
流
入
に
関
し
て
見
逃
す
こ
と

の
で
き
な
い
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
は
囚
人

の
移
動
で
あ

っ
た
。
も
と
も
と
帝
政
時
代
よ
り
シ
ベ
リ
ア
は
流
刑
地
と
し
て
名
高

い
が
、
両
大
戦
問
の
こ
の
地
域
は
強
制
収
容
所
を
中
心
と
し
た
多
数
の
囚
人
の
移

送
地
と
な
り
、
彼
ら
を
利
用
し
て
こ
の
地
域
の
開
発
が
進
め
ら

れ
た

か
ら

で
あ

る
。
先
の
発
表
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
極
東

地
方

一
五
〇
年
間
の
人
口
の
動
き
を
ま
と
め
、
出
版
し
た
リ
パ

コ
フ
ス
キ
ー
も
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
が
流
刑
地
で
あ
る
こ
と
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
数
や
移
動
、
開
発
の
上
で
の

囚
人
労
働

の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
つ
ま
り
資
料
不
足

が
こ
の
問
題

の
所
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
触
れ
ず

に
お
い
た
理
由
で
あ
る
。

　
前
述
の
諸
点
を
ふ
ま
え
て
こ
こ
で
は
、

ロ
シ
ア
極
東
地
方

へ
の
囚
人
の
移
動
数

や
開
発

に
果
し
た
役
割
、
こ
れ
と
関
連
し
て
ロ
シ
ア
で
研
究
が
進
め
ら
れ
た

一
九

三
九
年
の
人

ロ
セ
ン
サ
ス
に
み
ら
れ
る
作
為
、
特
に
行
政
地
域
別
人
口
の
作
為
的

再
配
分
や
こ
の
地
方
居
住
の
朝
鮮
族
の
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
強
制
移
住

(移
動
実
数

を
中
心
に
)
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
た
い
。

一　

両
大
戦

間

の

ロ
シ
ア

の
人

ロ
セ

ン
サ

ス

　
　
　
　
　
　
一
1

一　

一九
二
六
、
三
七
、
三
九
年
セ
ン
サ
ス
の
評
価
と
修
正

　

ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
両
大
戦
間
の
人
口
移
動
を
み
る
前
に
、
こ
の
期
に
実
施
さ

れ
た

一
九
二
六
、
三
七
、
三
九
年

セ
ン
サ
ス
に
も
と
つ
く
人
口
及
び
そ
れ
に
対
す

る
評
価
、
セ
ン
サ
ス
人
口
の
修
正
に
つ
い
て
ま
ず
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
ソ
連
の
人
口
と
関
係
す
る
研
究
で
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
必
ず
し
も

十
分
に
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
勿
論
セ
ン
サ
ス
結
果
を
ど
う
み
る
か

あ
る
い
は
そ
の
数
字
の
正
当
性
に
つ
い
て
の
疑
は
第
二
次
大
戦
前
よ
り
西
側
の
研
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窓史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

究
者

に
よ
り
取
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
セ
ン
サ
ス
結
果
を
修
正
す
る
ほ
ど

の
資
料
が
西
側

に
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
推
量
、
憶
測
の
域
を
出
な
か

っ
た
。

多
く
の
研
究
は
ソ
連
で
公
刊
さ
れ
た
セ
ン
サ
ス
人

口
を
用
い
て
そ
れ
を
利
用
、
加

工
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
ヵ
以
降
こ
れ
ま
で
秘
密
扱
い
さ
れ
て
き
た
公
文
書
が

公
開
さ
れ
る
に
及
ん
で
、

セ
ン
サ
ス
結
果
の
評
価
及
び
修
正
が

一
九
九
〇
年
代
よ

り
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
こ
で
取
扱
う
両
大
戦
間
の
諸
セ
ン
サ
ス
の
人

口
数
の
過
小
、
過
大
評
価
が
指
摘
さ
れ
、
新
資
料
に
も
と
つ
く
修
正
人
口
数
を
発

表
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
特
に
、
こ
こ
で
扱
う

ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
人
口
は
調
査

期

の
政
治
状
況
を
反
映
し
て
セ
ン
サ
ス
人

口
は
実
数
と
異
る
か
な
り
の
歪
曲
が
な

さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
修
正
し
た
研
究
成
果
を
抜
き
に
し
て
両
大
戦
間
の
人

口
の
動
き
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
。

　
農
業
集
団
化
と
関
連
し
て
人

口
数
の
激
変
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

人
口
減
少

(
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
大
凶
作
も
加
わ
る
が
)
と
し
て
早
く
か
ら
知
ら
れ
て

い
る
が
、
最
近
の
研
究
で
減
少
数
の
大
き
さ
が
改
め
て
注
目
さ
れ
る
ほ
ど
の
規
模

に
な

っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
極
東
地
方
で
も
後
に
述
べ
る
強
制
収
容
所
で
の
収
容
人

員
の
激
増
が

一
九
三
七
、
三
九
年

の
セ
ン
サ
ス
に
正
確
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
点

が
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
一i
二
　

一
九
二
六
年
セ
ン
サ
ス
の
結
果
と
評
価

　

一
九
二
六
年
の
セ
ン
サ
ス
結
果
の
評
価

に
関
し
て
集
計
さ
れ
た
人
口
数
が
実
数

よ
り
多
い
と
す
る
評
価
と
少
な
い
と
す
る
評
価
が
あ
り
、
全
く
異
な
る
研
究
成
果

が
出
て
い
る
。

　
実
数
よ
り
大
き
い
と
す
る
見
解
は
セ

ン
サ
ス
実
施
期
が
都
市
と
農
村
で
異
な
り

(
農
村
で
の
調
査
期
間
が
長

い
)
、
そ

の
た

め
こ
の
期
間
に
都
市

へ
移
動
し
た
農

村
居
住
者
が
都
市
で
登
録
さ
れ
た
、
つ
ま
り
二
重
登
録
に
よ
り
全
人
口
の

一
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

セ
ン
ト
、

一
〇
〇
万
人
が
過
大
に
な

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
他
方
実
数
よ
り
少
な
い
と
す
る
論
者

(
近
年
の
研
究
者
が
中
心
で
あ
る
が
)
は

○
～
二
歳
層
が
実
数
よ
り
少
な
い
と
見
做
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
共
和
国
の
ス
ラ
ブ

系
民
族
で
、　
一
七
、

一
万
人
、

チ
ュ
ル
ク
、
フ
ィ
ン

・
ウ
ゴ
ル
系
の
諸

民
族

で

七
、
五
万
人
少
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
共
和
国
の
非
ス
ラ
ブ
系
民
族

の
早
婚
に
よ
り
八
～
十
四
歳
層
で
結
婚
し
た
女
性
や

一
夫
多
妻
制
に
よ
る
複
数
の

妻
の
過
小
申
告
が
あ
る
。
そ
の
他

ロ
シ
ア
共
和
国
の
非

ス
ラ
ブ
系
民
族
の
十
二
～

十
六
歳
層
の
女
性
の
実
数
よ
り
少
な
い
数

(
極
東
地
方
の
少
数
民
族
も
含
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

が
)
の
修
正

(
一
、
四
万
人
増
)
が
必
要
と
さ
れ
た
。

　
そ
の
結
果
、

ロ
シ
ァ
共
和
国
で
二
六
、
二
五
万
人
、
全
人
口
よ
り
○
、
三
パ
ー

セ
ン
ト
少
な
く
報
告
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
従

っ
て
、

ロ
シ
ア
の
セ
ン
サ
ス
に
よ

る
人
口
九
、
三

=

万
人
に
対
し
、
九
三
五
〇
万
人

(
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
キ
ル
ギ

ジ
ア
を
除
く
)
と
な
る
。

ロ
シ
ア
極
東
地
方
は
こ
の
時
人

口
一
二
七
万
人
で
あ

っ

た
の
で
、
修
正
値
は
後

の
セ
ン
サ
ス
の
人
口
数
の
修
正
に
比
べ
わ
ず
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
一
;
三
　
一
九
三
七
、
三
九
年
セ
ン
サ
ス
の
結
果
と
評
価

　
次

に

一
九
三
七
年
と
三
九
年
の
ソ
連
の
人
口
数
の
評
価

に
移
ろ
う
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
全
く
異
な

っ
た
結
果
が
出
て
い
る
。
三
七
年

の
調
査
数
に
つ
い
て
は
過
小

評
価
で
、
諸
研
究
者
に
よ
り
実
数
よ
り
四
五
万
か
ら
二
〇
〇
万
人
、
す
な
わ
ち
、

○

・
三
～

一
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
少
な
い
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
三

九
年
の
セ
ン
サ
ス
数
は

一
五
〇
～
二
四
〇
万
人
、
○

・
九
～

一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

の
過
大
評
価
と
さ
れ
て
い
る
。
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一
九
三
七
年

セ
ン
サ
ス
は

一
九
三
〇
年
代
中
ば
を
す
ぎ
て
く
る
と

一
九
二
六
年

セ
ン
サ
ス
か
ら
か
な
り
の
年
月
が
経
過

し
、
そ
の
間
農
業
集
団
化
と
工
業
化
政
策

に
よ
り
国
と
各
地
域
の
人
口
数
の
変

動

が
著

し
く
、
新
た
に
セ
ン
サ
ス
を
実
施

し
、
最
新
の
正
確
な
人
口
数
を
把
握
す

る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
し
か
し
こ
の
調
査
は
公
表
さ
れ
な
か

っ
た
。

ス
タ
ー
リ

ン
が
セ
ン
サ
ス
の
人
口

数

に
不
満
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ス
タ
ー
リ
ン
は
第
十
六
回
党
大
会
で
ソ
連

の

年
間
自
然
増
加
数
は
三
〇
〇
万
人
で
あ

り
、
こ
れ
は
社
会
主
義
体
制
下
で
の
出
生

率

の
増
大
、
死
亡
率
の
減
少
に
よ
り
生
じ
た
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
従

っ
て
、

一
九
二
六
年

の
人

口
総
数

一
、
四
七
億
人
も
十
年
た
て
ば

一
、
八
〇

七
億
人
に
な
る
は
ず
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
三
七
年
の
調
査
で
は

一
、
六
二
億
人

と
予
想
よ
り
極
め
て
低
い
数
字
に
止
ま

っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く

一
九
三
〇
年
代

初
め
の
農
業
集
団
化
の
強
行
に
よ
る
ク
ラ
ー
ク
の
処
刑
、
追
放
、
大
粛
清
に
よ
る

死
亡
者
の
増
大
な
ど
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
事
実
は
伏
せ

ら
れ
、
人
民
の
敵
に
よ
る
悪
意
か
ら
セ

ン
サ
ス
の
人
口
数
が
歪
め
ら
れ
た
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
表
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時

に
セ
ン
サ
ス
実
施
の
責
任
者
で
あ

っ
た
統

計
局
の
指
導
者
の
ク
ラ
バ
ー
り
、
ノ
ビ

ト
キ

ン
は
銃
殺
さ
れ
、
多
く
の
関
係
者
が

逮
捕
さ
れ
た
。

　
現
在
の

一
九
三
七
年
の
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
の
研
究
結
果
は
種

々
あ
る
が
、

一

九
三
七
年
の
ソ
連
の
人
口
は
公
表

一
、
六
二
億
人
に
対
し
修
正

一
、
六
三
億
人
、

ロ
シ
ア
共
和
国
連
邦
は
公
表

一
、
〇
四
億
人
に
対
し
修
正

一
、
〇
四
五
億
人
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

る
の
は
そ
の

一
例
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
修
正
は
全
国
だ
け
で
な
く
各
地
域
で

も
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
三
七
年
セ
ン
サ
ス
は
二
年
後

の
短
い

経
過
期
間
を
へ
て
三
九
年
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
詳
細
は
公
表
さ

れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
西
側
で
こ
の
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
種

々
評
価
、
推
測
が

な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
か

っ
た
が
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

以
降
、
特

に

一
九
九
〇
年
代
の
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
秘
密
資
料
の
開
示

に
よ
り
、
セ
ン
サ
ス
の
問
題
点
と
作
為
が
日
の
目
を
み
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ

る
。

　

ソ
連
が

一
九
三
七
年
実
施
し
た

セ
ン
サ
ス
の
二
年
後
に
再
び
人
口
調
査
を
行

っ

た
の
は

一
九
三
七
年
の
人
口
数
が
ゴ
ス
プ
ラ
ン
の
予
測
を
下
回

っ
た
か
ら
で
先
述

の
ス
タ
ー
リ
ン
の
不
満
も
そ
う
で
あ
る
が
、
セ
ン
サ
ス
に
欠
陥
が
あ
る
と
宣
言
さ

れ
、
三
九
年
に
セ
ン
サ
ス
調
査
を
行

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
セ
ン
サ
ス
で
人
口
数

の
上
の
せ
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
九
年
の
人
口
調
査
は
初
め
か
ら
目
標
数
値

が
あ
り
、

一
九
三
九
年
の
ソ
連
領
で

一
、
七
〇
五
億
人
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ

っ

　た
。

　

一
九
三
九
年

セ
ン
サ
ス
の
過
大
評
価
は
、
ソ
連
の
予
定
し
て
い
た
人
口
増
よ
り

低
い
人

口
数
を
隠
す
理
由
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
セ
ン
サ
ス
資
料

の
歪
曲
は

最
近
の
開
示
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
モ
ロ
ト
フ
宛
の

秘
密
書
簡
か
ら

一
九
三
九
年
人
口
を

一
億
六
七
三
〇
万
人
に
す
る
、
つ
ま
り
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

サ
ス
人

口
よ
り
三
二
〇
万
人
過
大
に
見
積

っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
先
述
の
工
業

化

に
よ
る
高

い
経
済
成
長
率
と
都
市
化
の
進
展
の
結
果
に
よ
る
高
人
口
増
加
率
を

見
積

っ
て
い
て
、

一
九
三
〇
年
代
末
に

一
、
七
～

一
、
八
億
人
に
達
す
る
と
い
う

予
想
人

口
数
が
出
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
国
内
各
地
の
人
口
動
態
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
、
全
人
口
数
の
歪
曲
と
と
も
に
各
地
域
の
人

口
数

の
歪
曲
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
現
在
三
九
年

セ
ン
サ
ス
の
実
数
に
つ
い
て
種
々
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と

一
、
六
八
か
ら

一
、
七
〇
五
億
人
の
間
に
あ
る
が
、
ソ
連
の
人
口
は
公

表

一
、
七
〇
五
億
人
に
対
し
修
正

一
、
六
七
六
～

一
、
六
七
七
億
人
、

糂
シ
ア
で
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史

公
表

一
、
〇
九
四
億
人
、
修
正

一
、
〇
七
九
億
人
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
ソ
連
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

で
二
〇
〇
万
台
の
違
い
で
、
全
人
口
の

一
パ
ー
セ
ン
台
の
差
で
あ
る
が
、
地
域
別

で
み
た
場
合
公
表
数
字
と
の
乖
離
の
大
き
い
地
域
が
あ
り
、
科
学
的
研
究
の
基
礎

資
料
と
し
て
公
表
数
は
許
容
範
囲
と
い
え
な
い
の
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
極
東
地
方
は

そ
の
地
域
の

一
つ
に
当
る
。

　
　
　
　
　
　
一-
四
　
両
大
戦
間
の
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
人
口
増
加

　

一
九
三
七
年
と

一
九
二
六
年

の
セ
ン
サ
ス
人
口
を
比
較
す
る
と
極
東
ク
ラ
イ
の

人
口
は
約
二
倍
に
増
加
し
て
い
て

ロ
シ
ア
で
最
大
の
伸
び
率
を
示
し
た
。

ロ
シ
ア

全
体
で
人
口
増
加
は

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
で
あ
り
、
他
に
最
も
人
口
増
加
率
の
高

か
っ
た
の
は
モ
ス
ク
ワ
市
で
あ
る
が
、
増
加
率
は
極
東
地
方
よ
り
僅
で
あ
る
が
少

な
か

っ
た
。
ま
た
、
東

シ
ベ
リ
ア
で
増
加
率
が
高
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
四
〇
パ

ー
セ
ン
ト
強

の
増
加
で
あ

っ
た
。
な
お
、

一
九
三
七
年
の
ロ
シ
ア
の
総
人
口
は

一

億
三
九
六
八
万
で
、

一
九
二
六
年
に
比
べ

一
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
で
あ

っ

た
。

　

一
九
三
七
年

セ
ン
サ
ス
か
ら
二
年
経

っ
て
行
わ
れ
た

一
九
三
九
年
の
セ
ン
サ
ス

で
は
、
極
東
地
方
は
約
二
八
〇
万
人
で

一
九
二
六
年
に
比
べ
て
二
倍
強
の
増
加
で

あ
り
、
モ
ス
ク
ワ
市
の
二
倍
強
の
増
加

に
等
し
い
急
激
な
増
大
ぶ
り
で
あ

っ
た
。

な
お
、
こ
の
時
の
ロ
シ
ア
の
人
口
総
数

は

一
億
九
四
〇
万
人
、

一
一
七
パ
ー
セ
ン

ト
の
増
加
率
で
あ

っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
南
北
に
長
く
の
び
る
極
東
地
方

の
各
地
は
自
然
条
件
の
違
い
や
開
発

重
点
地
の
偏
在
に
よ
り
人
口
増
加
率
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
最
も
増
加
率
の
高

い
の
は
、
人
口
数
は
少
な
い
が
、
下
ア

ム
ー
ル
州
で
三
倍
以
上
の
増
加
で
あ
り
、

こ
れ
に
次
い
で

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
ク
ラ
イ
が
二
倍
以
上
の
増
加
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
プ
リ
モ
ル
ス
キ
ー
ク
ラ
イ
や
ウ
ス
リ
ー
州
で
人

n冖増
加
率
は
低
か
っ
た
。

　
都
市
と
農
村
で
は
が
い
し
て
都
市

の
人

口
増
加
率
が
高
く
、
プ
リ
モ
ル
ス
キ
ー

ク
ラ
イ
、

ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
ク
ラ
イ
の
都
市
人
口
が
急
増
し
て
い
る
。
農
村
で
は

ハ

バ

ロ
フ
ス
ク
ク
ラ
イ
、
下
ア
ム
ー
ル
州
で
高

い
が
、
プ
リ
モ
ル
ス
キ
ー
ク
ラ
イ
、

ウ
ス
リ
ー
州
で
減
少
し
て
い
て
、
セ
ン
サ
ス
期
間
の
開
発
が

ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
ク
ラ

イ
、

下
ア
ム
ー
ル
州
で
農
、

工
業
部
門
で
共
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
示

し
て

い

る
。
ジ

ロ
ム
ス
カ
ヤ
は
ク
ラ
バ
ー
ル
が
極
東
地
方
と
そ
の
他
の
地
域
の
人
口
増
を

工
業
化
、
都
市
化
の
成
功

に
よ
る
と
説
明
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
囚
人
の
集
中
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

域
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
が
、
次
章
で
述
べ
る
よ
う

に
各
種
囚
人
の
増
加
が
極
東
地
方
の
人
口
増
に
著
し
く
貢
献
し

て

い
る

の
で
あ

る
。

ニ
　

セ
ン
サ
ス
と
囚
人

　
　
　
　
　

ニ
ー

一　

農
業
集
団
化
に
よ
る
ク
ラ
:
ク
の
移
動

　
両
大
戦
問

の
ロ
シ
ア
の
人
口
は
順
調
に
増
加
し
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
革
命

後

の
内
戦
、
飢
饉
、
農
業
集
団
化
に
よ
る
国
外
逃
亡
、

一
九
三
〇
年
代
後
半
を
中

心
と
し
た
大
粛
清
、
伝
染
病
の
猖
獗
に
よ
り
人
口
増
が
停
滞
、
減
少
し
た
時
期
で

も
あ

っ
た
。
特
に
、

一
九
三
三
年
の
人
口
の
自
然
減
、

一
九
三
四
年
の
人
口
減
は

目
立

っ
て
い
る
。
そ
の
間
極
東
地
方
の
人
口
は
社
会
増
に
よ
り
高
い
成
長
率
を
示

し
、
増
大
し
て
い
た
。
つ
ま
り

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
部
で
顕
著
で
あ

っ
た
農
業
集
団
化
期

の
ク
ラ
:
ク
の
追
放
、
そ
の
後
の
大
粛
清
に
よ
る
都
市
民
を
中
心
と
し
た
多
数
の

北
部
、
東
部
の
収
容
所

へ
の
移
送
が
人
口
増
大
の
重
要
フ
ァ
ク
タ
1
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
は
ま
ず

ク
ラ
ー
ク
の
極
東
地
方

へ
の
移
送
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　

一
九
二
九
年
か
ら
三
三
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
農
業
集
団
化
で
他
地
域

へ
強
制
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両大戦間におけるロシア極東地方の入口動態

　　　　　　　　　　　　　　　 表1　 ロシア極東地方の人口(1926,1937年)

極　東　 ク　 ラ　 イ

　　　　含ユダヤ自治州

ヤクー ト自治共和国

　　　　　　　計

　ロ　　　シ　　　ア

男

19x6

女 計 男

193

女 計

1937
/
1926

　　　683,769

　　　　19,007

　　　150,029

　　　852,805

4,4007,341

　　　589,626

　　　　16,533

　　　133,439

　　　739,598

4,9100,405

　1,273,395

　　　　35,540

　　　283,468

　1,592,403

93,107,746

　1,439,449

　　　　80,215

　　　195,1x1

　1,714,845

48,726,033

　1,041,736

　　　 40,789

　　　165,440

　1,247,965

55,241,891

　　2,481,18

　　　　121,004

　　　　360,621

　　2,962,810

103,967,924

194.8

340.5

127.2

1ss.1

117.7

厂1930年 代 の ロシ ア人 口史 」M.2001,c.40-41

表2　 ロシア極東地方の人口(現 境界)1000人

1926

総人口 都市 農村

1939

総人口 都市 農村

プ リモールスキークライ

ハバロフスククラィ

　　含エフレイ自治州

ア ム ー ル 州

カムチャッカ州

　　含 コリャーク民族管区

マ ガ ダ ン 州

　　含チュコト民族管区

サ ハ リ ン 州

ヤクー ト自治共和国

　　　計

　637

　183

　 36

　414

　 19

　 10

　 20

　 13

　 12

　287

1,572

173

69

　 9

106

　2

　3

15

368

　 ,.,

　 114

　 27

　 308

　 17

　 10

　 20

　 13

　 　 9

　 272

1,204

　 ...

　 658

　 109

　 634

　 109

　 23

　 173

　 al

　 100

　 414

2,976

　452

　 416

　 72

　289

　 35

　 31

　 　3

　 50

　 112

1,ss5

　436

　242

　 37

　 345

　 74

　 23

　 142

　 18

　 50

　 302

1,591

「ソ連 の人 口　 1937」M.1975.c.18

表3　 ロシア極東地方の人口(1926,1939)

沿 海　州

　　含 ウス リー州

ハバ ロフス ククラィ

　　含 アムール州

カムチ ャ ッカ州

下 ア ムール州

サ1、リン少H

ユ ダヤ 自治州

ロ　　シ　　ア

極 東 地 方

1926

男 女 計

　　　356,412

　　　199,183

　　　320,793

　　　193,413

　　　　18,124

　　　　17,217

　　　　 7,021

　　　　19,037

44,354,699

　　　738,604

282,540

168,381

284,430

rso,911

16,651

13,604

　　4,838

16,533

49,103,297

　　　618,596

638,952

367,564

605,223

374,324

34,775

30,821

11,859

35,570

93,457>996

　1,357,200

1939

男 女 計

　　　479,920

　　　230,035

　　　827,967

　　　227,231

　　　 74,193

　　　　52,263

　　　　52,719

　　　　58,540

51,593,770

　1,545,602

426,885

zos,91a

631,'762

az1,0as

58,606

46,217

47>206

50,398

57,803,693

　1,261,074

　　906,805

　　438,947

1,459,729

　　448,259

　　132,799

　　　98,480

　　　99,925

　　108,938

109,397,463

　　2,806,676

1939/1926

男 女 計

134.7

115.5

268.1

117.5

409.4

303.6

750.9

307.5

11s.　 s

209.3

151.1

124.1

222.1

122.2

32.0

339.7

975.7

304.8

117.7

203.9

141.s

119.4

241.2

119.8

391.s

319.5

842.6

306.3

117.1

ZOS.8

「全 ソ 人 ロ セ ン サ ス,1939」 サ ン ク トペ テ ル ブ ル グ,1999,c.20,21.
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窓史

移
住
さ
せ
ら
れ
た
ク
ラ
ー
ク
及
び
そ
れ
と
認
定
あ
る
い
は
反
革
命
分
子
と
さ
れ
た

中
農
な
ど
の
農
民
は

(
一
九
三
四
年
ま
で
特
殊
移
民
、

一
九
三
四
～

一
九
四
四
年

労
働
移
民
と
呼
ぶ
)

一
九
三
〇
～
三

一
年

三
八
万

一
一
七
三
家
族
、

一
九
三
二
～

四
〇
年
二

一
七
万
六
六
〇
〇
人

(
一
九
三
三
年
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
農
民
、
そ
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

は
そ
れ
以
外
の
人
も
入
る
)
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、

一
九
三
〇
～
四
〇
年

に
約
四

〇
〇
万
人
が
故
郷
を
追
わ
れ
、
新
し
い
土
地
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な

る
。
彼
ら
の
移
さ
れ
た
新
し
い
土
地
は
未
開
発
地
で
あ
り
、
そ
こ
を
開
発
さ
せ
る

こ
と
が
政
府
の
意
図
で
あ

っ
た
。

　
移
住
者

の
大
部
分
、
四
分
の
三
以
上
は

ロ
シ
ア
共
和
国
に
移
さ
れ
、
共
和
国
内

の
東
部
i
ウ
ラ
ル
、
東
西
シ
ベ
リ
ア
、
極
東
地
方
が
中
心
で
あ

っ
た
。
移
住
者
の

絶
対
数
で
は
ウ
ラ
ル
、
西
シ
ベ
リ
ア
が
中
心
で
あ

っ
た
が
、
極
東
地
方
も
居
住
者

数
か
ら
み
て
少
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な

い
。

一
九
三
二
、
三
三
年
に
四
万
人
余
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

移
住
者
を
数
え
、

一
九
三
八
年
に
は

一
二
八
集
落
、
約
三
万
人
を
数
え
た
。

　
強
制
移
住
先
で
の
人
口
動
態
は
、
生
活
環
境
の
悪
さ
か
ら
死
亡
者
が
多
い
の
が

特
色
で
、
当
初
は
死
亡
者
が
出
生
者
を
大
き
く
上
廻

っ
て

(
一
九
三
三
年
極
東
ク

ラ
イ
で
四

・
一
倍
)
い
て
、
以
降
漸
次
出
生
者
が
死
亡
者
を
上
回
る
よ
う
に
な
る

が
、
そ
れ
で
も
死
亡
者
の
比
率
が
高
か

っ
た

(
一
九
三
七
年
、

一
九
三
八
年
出
生

者
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
)
。

ま
た
、

生
活
環
境
の
悪
さ
か
ら
逃
亡
者
も
多
か
っ

た
。

(
一
九
三
二
～
四
〇
年
の
逃
亡
者
は
六
二
万
九
〇
四
二
人
、
帰
還
者
二
三
万

　
　
　
　

　

五

一
二
〇
人
)
。

　
　
　
　
　

二
i
ニ
　
ラ
ー
ゲ
リ
の
収
容
者
数

　
い
わ
ゆ
る
ラ
ー
ゲ
リ
、
強
制
収
容
所
で
の
収
容
者
数
、
そ
こ
で
の
死
亡
者
数
、

収
容
所
の
分
布
と
収
容
者
数
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
し
い
調
査
、
報
告
は
十
分

に
な

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
前
記
に
つ
い
て
の
正
確
な
数
字
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
従
来
こ
れ
ら
の
資
料
は
秘
密
扱
い
さ
れ
、

一
般
に
公
開
さ

れ
ず
、
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

一
九
九
〇
年
代
に
な

っ
て
調
査
、
研
究
が
始

め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
量
の
個
別
資
料
、
報
告
、
メ
モ
な
ど
に
分
れ
た
資
料

の
整
理
、
精
査
が
ま
だ
不
十
分
で
、
全
面
的
な
分
析
が
進
行
中
で
あ
る
が
、
結
論

に
ま
で
達
し
て
い
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
収
容
所

に
関
す
る
種

々
の
推
測
が
西
側
の
研
究
者
に
ょ
り
行
わ
れ
て

き
た
が
、
推
測
数
に
大
き
な
違
い
が
あ

っ
た
。
ソ
連
で
は

一
九
九
〇
年
前
後
に
文

学
新
聞
、
論
拠
と
事
実
紙
、
オ
ク
チ
ャ
ブ
リ
紙
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
数
字
は
以
下

の
よ
う
で
あ

っ
た
。

　

一
九
三
五
～
四

一
年

の
逮
捕
者
は

一
、
九
八
四
万
人
で
、
そ
の
内
七
〇
〇
万
人

は
死
刑
に
、
他

の
大
部
分
は
ラ
ー
ゲ
リ
で
死
亡
し
た
。
ま
た
、
粛
清
の
最
中
、

一

九
三
七
、
三
八
年
の
銃
殺
者
は
六
八
万

一
七
〇
〇
人

(
一
九
三
七
年
三
五
万
三
、

一
〇
〇
、　
一
九
三
八
年
三
二
万
八
、
六
〇
〇
人
)
、

ラ
ー
ゲ
リ
で
の
死
亡
者

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
五
、
九
〇
〇
人
を
合
わ
せ
て
七
九
万
七
、
六
〇
〇
人
と
い
う
数
字
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
以
外
に
重
刑
の
宣
告
を
受
け
た
者
や
記
録
も
れ
な
ど
の
人
々
を
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

慮
す
る
と
死
亡
者
は
約

一
〇
〇
万
人
だ
と
イ
ス
ポ
フ
は
述
べ
て
い
る
。

　
ラ
ー
ゲ
リ
の
収
容
者
は

一
九
三
〇
年
代
に
増
加
す
る
。

一
九
三
〇
年
に

一
七
、

九
万
人
を
数

え
た
が
、　
一
九
三

一
年
二

一
、

二
万
人
、

三
二
年
二
六
万
八
、
七

〇
〇
、
三
三
年
三
三
万
四
、
三
〇
〇
、
三
四
年
五

一
万
三
、
○
○
○
、
三
五
年
七

二
万
五
、
五
〇
〇
、
三
六
年
八
三
万
九
、
四
〇
〇
、
三
七
年
八
二
万
九
〇
〇
、
三

八
年
九
九
万
六
、
四
〇
〇
、
と
年
々
増
加
を
続
け
た
。
そ
の
間
ラ
ー
ゲ
リ
数
も
増

え
、

一
九
三
〇
年

の
=

か
ら
三
三
年

一
四
、
三
九
年
三
四
と
急
増
し
て
い
る
。

な
お
、
ソ
連
時
代
ラ
ー
ゲ
リ
の
ほ
と
ん
ど
は
ロ
シ
ア
に
あ
り
、
例
え
ば
、
三
九
年
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表4　 NKVDの 囚人数と収容所の所在地(1931。1.1)

ラ　 ー　 ゲ　 リ

ノミム ラ グ(ノ ミム)

北 東 ラ グ(マ ガ ダ ン)

ベ ル バ ウ ラ グ

ボル ゴ ラ グ(ウ グ リチ ・リイ ピ ンス ク地 区)

ダ リラ グ(ウ ラジ オ ス トク ラ グ)

シ ブ ラ グ(ノ ボ シ ビル ス ク州)

ウシ ョス ドル ラ グ(極 東)

サ マ ル ラ グ(ク イ ビシ ェ フ州)

カル ラ グ(カ ラ ガ ンダ州)

サ ズ ラ グ(中 央 ア ジ アITL)

ウ ソ リラ グ(モ ロ トフ州)

カル ゴポ リラグ(ア リハ ン ゲ リス ク州)

セ フ ジ ェル ドル ラグ(ア リハ ンゲ ル ス ク州 ・コ ミ自治 共 和 国)

ヤ グ リン ラ グ(ア リハ ン ゲル ス ク州)

ビヤ ゼ ム ラグ(ス モ レン ス ク州)

ウ フテ ィム ラグ(コ ミ自治共 和 国)

セ ブ ウ ラル ラグ(ス ベ ル ドロ フス ク州)

ロ クチ ィム ラ グ(コ ミ自治共 和 国)

テ ム ラ グ(モ ル ドバ 自治共 和 国)

イ ブデ リラ グ(ス ベ ル ドロ フス ク州)

ボ ル ク トラグ(コ ミ自治 共和 国)

ソ ロ ク ラグ(ア ル ハ ンゲ リス ク州)

ビ ャ トラグ(キ ー ロフ州)

オ ネ グ ラグ(ア ル ハ ンゲ リス ク州)

ウ ンジ ラグ(ゴ ー リキ 州)

ク ラス ラグ(ク ラス ノヤ ル ス クク ラ ィ)

タ イ シ ェ トラグ(イ ル クー ツ ク州)

ウス チ ビム ラ グ(コ ミ自治共 和 国)

トマ シ ンラ グ(ノ ボ シ ビル ス ク州)

ゴル ノ ・シ ョ リヤITL(ア ル タ イ ク ライ)

ノ リ リラグ(ク ラス ノヤ ル ス ク ク ラ イ)

ク ロイ ラグ(ア ル ハ ンゲ リス ク州)

ライ チ フラ グ(ハ バ ロ フス ク ク ラ イ)

ア ル フブ ム ラグ(ア ル ハ ンゲ リス ク州)

ル ジ ス キ ー ラ ー ゲ リ(レ ニ ング ラ ー ド州)

ブ カチ ャチ ラグ(チ タ州)

プ ロル フラ グ(ア ス トラハ ン ラグ)

リコ フ ラグ(モ ス ク ワ州)

ユ ジ ナ ヤ ガ ワニ(モ ス ク ワ州)

ス タ ー リン ス タ ン ツ ィア(モ ス ク ワ州)

ド ミ トロフ ス キ ー メ フザ ボ ー ド(モ ス ク ワ州)

Na211建 設(ウ ク ラ イナ共 和 国)

i
二
=
ロ

人

人 i
262,194

13＄,170

86,567

74,576

64,249

46,382

36,948

3＆,761

35,072

34,240
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30,069

29,405
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27,470

27,006

26,963
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窓史

に
は
全

体

の
九

四

・
六

パ

ー

セ

ン
ト
、

一
二
三

万

六

、

六

八

九

人

が

ロ
シ
ア

に
所

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ゆ

在

す

る

ラ

ー

ゲ

リ

に
収

容

さ

れ

て

い
た

。

　
　
　
　
　

二
ー
三
　
セ
ン
サ
ス
の
地
域
別
人
P
の
改
ざ
ん

　
内
務
人
民
委
員
部
管
轄
の
ラ
ー
ゲ
リ
は
全
ソ
連
に
分
布
し
て
い
る
が
、
前
述
の

よ
う
に
ロ
シ
ア
共
和
国
に
ほ
と
ん
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
シ
ベ
リ
ア
、
極
東
地
方
に

多
く
、　
一
九
三
九
年

の
数
字
で
は

五
〇

パ
ー
セ
ン
ト
近
く
に
達
し
て
い
る
。

ま

た
、
ロ
シ
ア
極
東
で
全
体
の
約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
人
口
数
を
み
て
も
小

さ
な
も
の
で
は
な
い
。

　
最
も
古
い
の
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
あ
る
極
東
ラ
ー
ゲ
リ
で
、

一
九
三
〇
年
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

初
め
か
ら
存
在
し
、
収
容
者
は

一
九
三
七
年

一
一
万
人
を
こ
え
て
い
る
。
こ
の
数

字
は
ソ
連

の
ラ
ー
ゲ
リ
収
容
者
の

一
五

パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
を
占
め
る
。
ま
た
、
規

模
の
大
き

い
ラ
ー
ゲ
リ
は
マ
ガ
ダ

ン
に
本
拠
の
あ
る
北
東

ラ
ー
ゲ
リ
で
、
三
四
年

ま
で
に
存
在
し
、
ソ
連

の
収
容
者
の

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強

(
一
九
三
九
)
を
占
め

て
い
た
。
そ
の
他
に
ラ
イ
チ
ク
ラ
グ
、

ウ
シ
ョ
ス
ラ
グ
が
あ

っ
た
。
北
東
ラ
グ
の

資
料
は
不
十
分
で
あ
る
が
、

一
九
三
〇
年
代
末
の
ラ
ー
ゲ
リ
の
死
亡
率
水
準
は
最

悪
で
、
他

の
ラ
ー
ゲ
リ
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　
他
方
監
獄

コ
ロ
ニ
ー
の
収
容
者
は
ラ
1
ゲ
リ
よ
り
少
な
く
、
全

ソ
連
で

一
九
三

五
年
二
五
、
四
万
人
、
三
八
年
八
八
、
八
万
人
で
あ

っ
た
。

ロ
シ
ア
極
東
で
は
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

五
年
三
、
五
三
三
人
、
三
八
年
二
万
五
、
五
四
六
人
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
囚

人
を
収
容
す
る
ラ
1
ゲ
リ
数
と
そ
の
収
容
人
員
の
増
大
が
極
東
地
方

の
人
口
増
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　
先
述
し
た
よ
う
に

一
九
三
九
年

セ
ン
サ
ス
の
人
口
総
数
は

一
七
五
万
人
の
水
増

(
水
増
総
数
二
五
〇
万
人
か
ら
囚
人
の
再
分
布
数
七
八
万
人
を
引
い
た
数
)
が
あ

表5　 1939年 人 ロ(セ ンサス数 と修正人口)

増水

%数実
修 正 人 ロセンサス人口

2.5

8.5

2.3

3.4

2.7

1.9

22,432

34,232

9,960

3,249

2,645

2,068

884,373

404,715

438,299

95,231

97,280

106,870

906,805

438,947

448,259

.・,・.1

99,925

109,938

プ リモ ー ル ス キ ー ク ライ

ウス リー州

ハ バ ロ フス クク ラ イ

ア ムー ル州

下 ア ムー ル州

サ ハ リン州

ユ ダヤ 自治 州

カムチャッカ州,ヤ クー ト自治共和国は不明

ハバロフスククライは特例で作製された地域の一つに入る

・939年人・{鴇 猷 ス障 リスト1擁 加 隴 橢

12.623,1201,669,139232,5301,459,729バ バ ロ フク ス ク ラ イ

「1930年 代 の ロシ ア人 口史 」M.2001,c.55.56
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両大戦問におけるロシア極東地方の人口動態

表6　 1939年 センサスの州 ・クライ ・共和国人ロに対する追加(%)

行 政 地 域

ア ル ハ ンゲ リス ク州

ボ ロ ゴ ド少卜i

ボ ロネ ジ州

ゴー リキ ー州

イ ワ ノボ 州

イ ル クー ツ ク州

カ リー ニ ン州

キmフ 州

クイ ビシ ェ フ州

クル ス ク州

レニ ン グ ラ ー ド州(除 レ エ ング ー ド)

ペ ル ム州(除 ペ ル ム)

モ ス ク ワ州(除 モ ス ク ワ)

ム ル マ ンス ク州

ノボ シ ビル ス ク州

オ ム ス ク州

オ。リ　ョーノレ少臻

ペ ンザ 州

ロス トフ州

リ ャザ ニ州

サ ラ トフ州

ス モ レ ン ス ク州

ス タ ー リン グ ラ ー ド州

タ ム ボ フ州

ツ ー ラ州

チ ェ リヤ ビ ンス ク州

チ タ州

チ カ 肄 フ州

ヤ ロス ラ フ州

タ ター ル 自治共 和 国

バ シ キ ール 自治 共和 国

ダ ゲ ス タ ン 自治共 和 国

ブ リャ ト ・モ ン ゴル 自治共 和 国

カバ ル デ ィ ノ ・バ ウ カル 自治 共 和 国

カル ム イ ク 自治 共 和 国

カ レ リヤ 自治 共和 国

コ ミ自治 共 和 国

ク リム 自治 共和 国

マ リ自治 共和 国

モル ドバ 自治共 和 国

ドイ ツ沿 ボル ガ 自治 共和 国

北 オ セチ ア 自治共 和 国

チ ェチ ェ ン ・イ ン グー シ 自治 共 和 国

ウ ドムル ト自治 共 和 国

チ ュ ワシ 自治 共 和 国

スベ ル ド ロフ ス ク州

沿 海 ク ラ イ

ウ ス リー州
ハノミロ フス ク ク ライ

　 内 ア ムー ル 州
エベ ンキ ・ア ムー ル 州

サ ノ、リン丿・卜i

ユ ダ ヤ 自治 州

全 人　口

男子　女子　　計

都 市

男子　女子　　計
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窓史

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
に
ラ
ー
ゲ
リ
な
ど
に
収
容
さ
れ
て
い
る
囚
人
と

軍
人
の
移
動
、
再
配
分
が
行
わ
れ
、
こ
の
こ
と
が
極
東
地
方
の
人
口
数
に
影
響
を

与
え
た
の
で
あ
る
。
ジ

ロ
ム
ス
カ
ヤ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
人
口
の
水
増
は
、

一
九

三
〇
年
代
初
の
飢
饉
に
よ
り
人
口
が
著

し
く
減
少
し
た
地
域
に
大
き
い
と
い
う
地

域
的
に
不
均
等
な
水
増
を
行
い
、
さ
ら

に
囚
人
の
地
域
的
再
配
分
を
実
施
し
た
の

で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
ラ
ー
ゲ
リ
の
囚
人
リ
ス
ト
を
人
n
[減
の
著
し
い
他
地
域

へ
移
し
、

一

般
市
民
の
セ
ン
サ
ス
リ
ス
ト
に
混
ぜ
合

せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
七
五
万
人
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

わ
れ
る
囚
人
に
あ
て
は
ま
る
。
囚
人
リ

ス
ト
の
大
き
な
流
出
地
は
極
東
地
方

の
沿

海
、

ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
ク
ラ
イ
が
カ
レ
リ
ヤ
、
コ
ミ
自
治
共
和
国
な
ど
と
と
も
に
数

え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
多
く
の
地
域
で
人

口
の
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
前
後

の
水
増
が
生
じ

た
が
、
飢
饉
の
影
響
の
大
き
い
ド
イ
ッ
人
自
治
共
和
国
で
は
約

一
〇

パ
ー
セ
ン
ト

も
水
増
し
さ
れ
た
。

　

一
方
、
人
口
の
縮
少
は
若
干
の
地
域

で
生
じ
た
が
、
カ
レ
リ
ヤ
、

コ
ミ
自
治
共

和
国
と
並
ん
で

ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
ク
ラ
イ
で
大
き
く
、

=

一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
縮

少
で
あ

っ
た
。
極
東
地
方
で
多
く
の
行
政
地
域
は
水
増
さ
れ
、
ウ
ス
リ
ー
州
で
大

き
く
八

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
水
増
し
で
、
特
に
農
村
で
顕
著

(
一
二

・
ニ
パ
ー
セ

ン
ト
)
で
あ

っ
た
。

　
極
東
地
方

の
人
口
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
う
少
し
触
れ
る
と
、

バ
バ

ニ
フ
ス
ク

ク
ラ
イ
は
セ
ン
サ
ス
公
表
人
口
一
四
五
万
九
、
七
二
九

人

で
あ

る

が
、

二
三
万

二
、
五
三
〇
人
が
他
地
域
に
移
さ

れ
た

の
で
、
極
東
地
方
の
人
口
は

一
六
六
万

九
、

=
二
九
人
と
な
り

=

一
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
少
と
な

っ
た
。
極
東
地
方

の

各
行
政
地
域
で
は
沿
海
州
二
万
二
、
四
三
二
人
増

(
二

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
に
よ

り
実
数
四
三
万
八
、
二
九
九
人
、
下
ア
ム
ー
ル
州
三
、
二
四
九
人

(
三

・
四
パ
ー

セ
ン
ト
)
で
実
数
九
万
五
、
二
三

一
人
、
ア
ム
ー
ル
州
九
、
九
六
〇
人

(
二

・
三

パ
ー
セ
ン
ト
)
四
三
万
八
、
二
九
九
人
、
サ

ハ
リ
ン
州
二
、
六
四
五
人

(
二

・
七

パ
ー
セ
ン
ト
)
九
万
七
、
二
八
〇
入
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
州
は
不
明
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
極
東
地
方
は
実
数
よ
り

一
六
万
人
の
減
少
と
な
る
。
要
す
る
に
全

ソ
連
で

水
増
人
口
の
中
で
他
地
域

へ
配
分
さ
れ
た
囚
人
が
七
五
万
人
余
い
て
、
全

ソ
連

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

人
口
の
水
増
し
二
五
〇
万
人
か
ら
差
し
引
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
　

ロ
シ
ア
極
東
地
方

の
人

口
増

と
人
口
流
出
入

　
　
　
　
　

三
-
一　
人
口
の
流
入

　

一
九
二
〇
、
三
〇
年
代
の
極
東
地
方
の
人
口
は

一
八
〇
万
人
増

(
一
九
二
〇
年

の
人
口
九
五
万
人
か
ら

一
九
四
〇
年
の
人
口
二
七
五
万
人
へ
)
と
リ
バ

コ
フ
ス
キ

ー
は
記
し
、
そ
の
内
自
然
増
四
六
万
人
、
流
入
者

一
一
〇
万
人
、
流
入
者
の
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

増

一
九
万
人
と
み
な
し
、
約

一
三
〇
万
人
が
流
入
関
連
人
口
と
考
え
て
い
る
。
従

っ
て
流
入
関
連
人
口
は
極
東
地
方
の
全
人
口
の
四
分

の
三
を
占
め
た
の
で
、
こ
の

地
方
の
人
口
増
の
大
半
は
流
入
人
口
に
よ
る
と
い
っ
て
よ
く
、
こ
の
時
期

の
ソ
連

の
他
地
域
に
比
べ
て
き
わ
め
て
高
い
比
率
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
流
入
は

一
九
三
〇

年
代
後
半
七
五
万
人
、
前
半
五
〇
万
人
、

一
九
二
〇
年
代
後
半
三
〇
万
人
、
前
半

　
　
　
　

ゆ

二
五
万
人
で
、
行
政
や
地
域
別
で
は
表
2
の
通
り
で
、
サ
ハ
リ
ン
州

の
三
〇
年
代

の
二
〇
年
代
に
比
べ
て
六
倍
強
の
増
加
が
際

立

っ
て

い
る
。

そ
の
他

マ
ガ
ダ
ン

州
、

ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
ク
ラ
イ
の
増
加
率
が
高
か
っ
た
。

　
前
記
の
よ
う
な
高
い
人

口
増
は
独
ソ
戦
ま
で
の
三
つ
の
五
力
年
計
画
で
極
東
地

方

の
開
発
が
進
展
し
た
こ
と
に
よ
る
。
特
に
、
鉱
工
業
の
開
発
が
急
速

に
進
め
ら

れ
、
中
で
も
北
部
の
未
開
発
地
で
そ
う
で
あ

っ
た
。
ダ
リ
ス
ト
ロ
イ
に
ょ
る
オ
ホ
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両大戦間におけるロシア極東地方の人口動態

ー
ツ
ク
海
岸
、

コ
リ
マ
川
流
域
の
広
大
な
面
積
を
も
つ

(
八
〇
万
平
方
キ

ロ
)
地

域
で
行
わ
れ
た
総
合
開
発
が
代
表
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
マ
ガ
ダ

ン
市
、
ナ
ガ

エ
ボ

港
、
総
延
長
八
〇
〇
キ

ロ
に
及
ぶ
自
動
車
道
な
ど
の
建
設
が
行
わ
れ
、
囚
人
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

が
そ
れ
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
ム
ー
ル
下
流
の

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
に
も

コ
ム
ソ
モ
ー
ル
を
中
心
に
都
市
が
つ

く
ら
れ
、
造
船
、

製
鉄
、

航
空
機
、

木
材
工
場
が
建
設
さ
れ
、

人
口
が
急
増
し

た
。

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
は
ド

ニ
エ
プ
ル

ス
ト
ロ
イ
、
ト
ル
ク
シ
ブ
、
ク
ズ
ネ

ッ
ク

ス
ト
ロ
イ
、
マ
グ

ニ
ト
カ
と
並
ぶ
ソ
連

の
重
点
開
発
地
で
、

一
九
三
二
年
政
府

の

呼
び
か
け
に
応
じ
た
三
、
七
四
七
人
の

コ
ム
ソ
モ
レ
ツ
が

一
九
三
二
年

コ
ム
ソ
モ

リ
ス
ク
に
到
着
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
市
内
に
収
容
所
が
つ
く
ら
れ

多
数
の
囚
人
が
投
入
さ
れ
た
。
市
の
発
展
は
目
ざ
ま
し
く
、

一
九
三
九
年

に
は
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

口
七
、

一
万
人
を
数
え
る
ま
で
に
成
長

し
た
。
ま
た
、

ユ
ダ
ヤ
自
治
州
に
も

ユ
ダ

ヤ
人
を
中
心
に
農
、
工
業
従
事
者
が
入
り
、

一
九
三
〇
年
代
に
二
万
数
千
人
の
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ダ
ヤ
人
が
到
来
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

三
-
二

人
口
流
出
-
朝
鮮
民
族
の
強
制
移
住

　
極
東
地
方
か
ら
の
人
口
の
流
入
は
前
述
の
よ
う
に
国
内
か
ら
の
流
入
、
特
に
囚

人
の
移
動
が
目
立

っ
て
い
た
。
同
時
に
帝
政
時
代

に
み
ら
れ
た
外
国
人
の
流
入
…

朝
鮮
、
中
国
、
日
本
人
の
流
入
は
、
ソ
連
が
鎖
国
同
様
の
政
策
を
採

っ
た
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

激
減
し
、
ほ
と
ん
ど
無
き
に
等
し
い
状

況
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う

に
若
干
の
流
入
が
認
め
ら
れ
た
。

　
両
大
戦
間
の
外
国
人
や
ソ
連
定
住
の
非

ロ
シ
ア
民
族
の
人
口
移
動

の
中
で
、
顕

著
で
規
模
の
大
き
い
人
口
流
出
は
、
こ
こ
で
取
扱

っ
て
い
な
い
内
戦
期

の
人

口
流

出
を
除
く
と
極
東
南
部

に
居
住
し
て
い
た
朝
鮮
民
族
の
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
強
制
移

住
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
わ
が
国
及
び
韓
国
の
研
究
者
に
よ
り
解
明
さ

れ
て
き
て
い
て
、
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
人
数
が
ほ
ぼ
正
確
に
把
握

さ

れ
て

い

る
。
リ
バ

コ
フ
ス
キ
ー
は

一
五
万
人
と
し
て
い
た
。
ブ
ガ
イ
に
よ
れ
ば
三
万
六
、

四
四
二
家
族
、

一
七
万

一
、
七
八

一
人
で
あ
り
、
他
に
カ
ム
チ
ャ
ヅ
カ
、
極
東
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ラ
イ
に
い
た
七
〇
〇
人
が
移
送
さ
れ
た
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

ク
ー
ジ

ン
も
同
様
の
数
字
を
あ
げ
て
い
て
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
へ
一
万
六
、
二
七

二
世
帯
七
万
六
、
五
二
五
人
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
へ
二
万

一
七
〇
世
帯
、
九
万
五
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

二
五
六
人
が
移
住
し
た
と
記
し
て
い
る
。

　
ま
た
、

一
、

一
万
人
の
中
国
人
、
数
百
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
移
住
さ
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

た
が
、
彼
ら
の
そ
の
後

の
状
況
は
明
ら
か
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
降
の
人
口
流
入
の
流
れ
の

一
つ
に
か
つ
て
強
制
移

住
さ
せ
ら
れ
た
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
の
朝
鮮
人
の
帰
還
と
中
国
人
労
働
者
の
流
入
と

半
定
住
化
で
あ
ろ
う
。

　
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
極
東
地
方

へ
の
朝
鮮
人
の
移
動
は

一
九
九
〇
年
代
初
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
回
答
者

の
約
半
数
が
極
東
地
方
に
自
治
権
が
認
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

れ
ば
帰
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
推
測
す
る
と
最
大

一
二
万
人
の

移
住
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
極
東
地
方
で
朝
鮮
人
の
自
治
区
を
設
け
る
こ
と
は
地
元
民
の
反
対
で

実
現
し
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
数
は
当
初
考
え
ら
れ

た
よ

り
少

な
か

っ

た
。
そ
れ
で
も
公
式
統
計
で
九
〇
～
九
八
年
に

一
万
人
前
後
が
流
入
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
他
の
公
式
報
告
で
は
流
入
者
は

一
、
五
万
人
あ
る
い
は

一
、
八
万
人
と

し
、
帰
還
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
の
評
価
で
は
三
万
人
と
し
て
い
て
少
く
と
も

一
万
人

前
後
で
な
い
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

　
他
方
、
ソ
連
時
代
か
ら
朝
鮮
人
民
民
主
主
義
共
和
国
や
ベ
ト
ナ
ム
の
労
働
者
が
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窓史

政
府
間
の
協
定
で
働
い
て
い
た
が
、
ソ
連
崩
壊
後
も
こ
の
流
れ
は
続
き
、
新
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑮

中
華
人
民
共
和
国
か
ら
の
労
働
者
数
が
増
加
し
、
韓
国
か
ら
も
流
入
し
て
い
る
。

　
外
国
人
労
働
者
、
特
に
中
国
か
ら
の
中
国
人
労
働
者
の
流
入
に
対
す
る
ロ
シ
ア

人

の
警
戒
感
は
、
中
国
商
品
の
急
激
な
流
入
と
と
も
に
強
く
な

っ
て
い
た
が
、
九

〇
年
代
中
ご
ろ
の
国
境
貿
易
の
規
制
、
中
国
商
品
の
品
質

の
悪
さ
、
ま
た
、
ビ
ザ

規
制
も
あ

っ
て
中
国
人
労
働
者
の
流
入
増
は
止

っ
た
。

ロ
シ
ア
側
も

一
時
期
の
多

数
の
中
国
人
労
働
者
の
流
入
と
い
う
危
機
感
が
影
を
ひ
そ
め
、
客
観
的
に
そ
の
流

れ
の
実
態
を
み
つ
め
る
よ
う
に
な
り
、
流
入
数
も
い
わ
れ
た
ほ
ど
大
き
く
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

い
う
こ
と
に
な

っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
第
十
八
回
日

ロ
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(
二
〇
〇
二
年
)
で
も

ロ
シ
ア
側

の
冷
静
な
評
価
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

ロ
シ
ァ
極
東
の
沿
海
州
で
も
バ
ク
ラ
ー
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　

フ
の
発
表
の
よ
う
に
、
今
後

の
沿
海
州

の
経
済
の
発
展
に
中
国
人
労
働
者
が
必
要

で
あ
り
、
沿
海
州

の
将
来
の
人

口
の

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
〇
～
三
〇
万
人
の
流

入
は
問
題
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

結
び
に
か
え
て

　

ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
両
大
戦
間
の
人

口
流
入
は
、

ロ
シ
ア
の
他
の
経
済
地
域
に

比
べ
て
絶
対
数
で
も
居
住
人
口
規
模
か
ら
み
て
も
極
め
て
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
流
入
人
口
の
内
訳
が
軍
と
治
安
機
関
の
資
料
が
秘
密
扱
い
に
さ
れ
て
い
た
の

で
不
鮮
明
で
あ

っ
た
が
、
最
近
の
資
料
公
開
に
よ
り
明
ら
か
に
な

っ
た
。
特

に
、

囚
人
の
収
容
者
数
、
移
動
数
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

　
同
時

に

一
九
三
七
、
三
九
年

セ
ン
サ
ス
の
人
口
数
と
極
東
地
方

の
人
口
実
数
と

の
乖
離
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
原
因
が
究
明
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
結

果
、
極
東
地
方
で
は
実
数
よ
り
少
な
く
な
る
セ
ン
サ
ス
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
、
国

内
の
不
自
然
な
人
口
減
少
地
域

へ
の
極
東
地
方
か
ら
囚
人
数
の

一
部
が
書
類
上
で
　

ー0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

移
動
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
明
白
に
な

っ
た
。
そ
れ
で
も
極
東
地
方
の
流
入
人
口
が

大
き
く
、
人
口
の
急
増
現
象
に
変
化
が
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
流
出
人
口
は
流
入
人

口
よ
り
少
な
い
が
、
そ
の
中
で
最
も
大
き
い
朝
鮮

民
族
の
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
強
制
移
動
は
、
近
年
の
情
報
公
開
に
よ
り
正
確
な
数
が

把
握
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
強
制
移
動
さ
せ
ら
れ
た
朝
鮮
人
の
帰
還
運
動
が
あ

る
が
、
目
下
地
元
の
受
入
姿
勢
と
帰
還
希
望
の
朝
鮮
人
の
要
求
に
隔
り
が
あ
り
、

帰
還
者
数
は
ま
だ
少
な
い
。

　
近
年
は
外
国
人
を
含
む
人
口
移
動
に
つ
い
て
の
詳
し
い
資
料
が
公
表
さ
れ
る
の

で
、
中
国
人
労
働
者
な
ど
の
動
き
も
分

っ
て
い
る
が
、
今
後
こ
れ
ま
で
公
表
さ
れ

る
こ
と
の
少
な
か

っ
た

一
九
三
〇
年
代
の
人
口
動
態
が
現
在
同
様
明
ら
か
に
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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